
【講演会等参加者数（目標値）】
平成20年度：開催数304回、参加者31,834人（24,893人）、平成21年度：開催数301回、参加者35,331人（24,893
人）、平成22年度：開催数235回、参加者22,977人（24,893人）
【ボランティア登録】
平成20年度：682人、平成21年度：641人、平成22年度：572人

[研修事業]
○地方公共団体への協力等による文化財保護の質的向上
・専門的・技術的な協力・助言を行う
・高度な研修の実施により文化財保護における中核的人材を育成する

成果実績

【専門的・技術的な協力・助言】
平成20年度：747件、平成21年度：482件、平成22年度：502件
【研修会（目標値）】
[埋蔵文化財担当者研修]
平成20年度：実施数14課程（14課程）、延参加人数170人（174人）、平成21年度：実施数12課程（12課程）、延参加
人数130人（142人）、平成22年度：実施数11課程（13課程）、延参加人数137人（163人）
[保存担当学芸員研修]
平成20年度：実施期間2週間（2週間）、受講生数29人（25人）、平成21年度：実施期間2週間（2週間）、受講生数31
人（25人）、平成22年度：実施期間2週間（2週間）、受講生数33人（25人）

[教育普及事業]
○歴史・伝統文化の理解促進
・幅広い学習機会を提供する
・ボランティアや支援団体の育成・相互協力による充実を図る

[展覧事業]
○歴史・伝統文化の保存と継承の中心的拠点としての収蔵品の整備
・以下に掲げる各館の収集方針に沿って、体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の収集・保
管・展示を行う。
（東京国立博物館）
我が国の総合的な博物館として、日本を中心にして広く東洋諸地域にわたる文化財を対象とす
る。
（京都国立博物館）
平安時代から江戸時代の京都文化を中心とした文化財を対象とする。
（奈良国立博物館）
仏教美術を中心とした文化財を対象とする。
（九州国立博物館）
日本とアジア諸国との文化交流を中心とした文化財を対象とする。

活動実績

（当初見込
み）

【収集】
（東京国立博物館）
・「（重要文化財）般若菩薩像」、「山水図屏風 呉春筆」、「（重要文化財）刀　伝当麻」などを収集した。
（京都国立博物館）
・「耕作図屏風 伝狩野元信筆」、「双龍花鳥蒔絵螺鈿裁縫道具入」、「（重要文化財）金銅錫杖頭」などを収集し
た。
（奈良国立博物館）
・「聖徳太子及び道慈律師像」、「華厳経（二月堂焼経）」、「絹本著色千手観音影向図」などを収集した。
（九州国立博物館）
・「（重要文化財）孤峯覺明墨蹟与保樹大姉法語 孤峯覺明筆」、「（重要文化財）馮子振墨蹟 与放牛光林語 馮子
振筆」などを収集した。

―
(   )

○文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信
・平常展は、展観事業の中核と位置付け、各国立博物館の特色を十分に発揮した
体系的・通史的なものとする。
・特別展等については、国内外の博物館と連携した我が国の中心的拠点にふさわし
い質の高い展示を行う。積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し、
国民の知的好奇心を刺激する展示を実施する。特別展等の開催回数は概ね年９～
１３回程度とする。

【平常展について】
（東京国立博物館）
・収蔵品・寄託品等の中からテーマに沿った展示を行い、年間300回以上の展示替えを行いつつ、年間5千件以上
の文化財を展示した。
（京都国立博物館）
・平成20年度は、収蔵品・寄託品等の中からテーマに沿った展示を行い、年間約40回以上の展示替えを行いつ
つ、年間千件以上の文化財を展示した。なお、平常展示館建替工事に伴い、平成20年12月から平常展示は休止
中。
（奈良国立博物館）
・収蔵品・寄託品等の中からテーマに沿った展示を行い、年間約10回以上の展示替えを行いつつ、年間約3百件
の文化財を展示した。
（九州国立博物館）
・収蔵品・寄託品等の中からテーマに沿った展示を行い、年間約300回以上の展示替えを行いつつ、年間約2千件
の文化財を展示した。

―
(    )

特別展開催目
標数
(9～13回程度)

特別展目標入
館者数
(1,350,000人)

成果実績

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

[情報公開事業]
○情報発信機能の強化
・文化財研究所の調査研究成果を発信し研究者をはじめ広く社会に還元する

【特別展等について】主な特別展
（東京国立博物館）
・国宝薬師寺展（平成20年3～6月）、国宝阿修羅展（平成21年3～6月）
（京都国立博物館）
・THEハプスブルク（平成22年1～3月）、没後400年長谷川等伯（平成22年4～5月）
（奈良国立博物館）
・正倉院展（各年10～11月）
（九州国立博物館）
・国宝阿修羅展（平成21年7～9月）、没後120年ゴッホ展（平成23年1～2月）

成果実績

【文化財の本格修理（目標値）】
平成20年度：125件（92件）、平成21年度：146件（99件）、平成22年度：176件（100件）
【収蔵品の貸与（目標値）】
平成20年度：1,665件（1,400件）、平成21年度：1,729件（1,350件）、平成22年度：1,936件（1,350件）
【公私立博物館・美術館への指導助言】
平成20年度：300件（69件）、平成21年度：317件（69件）、平成22年度：319件（69件）
【文化財情報のデジタル化】
・収蔵品の国宝・重要文化財について高精細画像公開システム「e国宝」によりウエブサイトで公開
平成22年度末公開件数：1,036件[内訳：国宝130件、重要文化財906件]

達成度 ％ 100%

[展覧事業]
○歴史・伝統文化の保存と継承の中心的拠点としての収蔵品の整備
・体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の充実を図る
○文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信
・魅力ある質の高い展示
・歴史・伝統文化の理解促進
・快適な観覧環境の提供

成果実績

【文化財の収集】
平成20年度：購入件数52件、寄贈件数113件、平成21年度：購入件数46件、寄贈件数148件、平成22年度：購入
件数65件、寄贈件数70件、平成22年度末：収蔵品件数122,102件[うち国宝130件、重要文化財943件]
【文化財の寄託（目標値）】
平成20年度：寄託件数12,067件[うち国宝184件、重要文化財1,181件]（10,810件）,平成21年度：寄託件数11,904
件[うち国宝184件、重要文化財1,191件]（11,060件）、平成22年度：寄託件数11,975件[うち国宝185件、重要文化
財1,185件]（11,060件）
【平常展（目標値）】
平成20年度：開催日数1,083日、陳列替回数756回（333回）、入館者数908,912人、平成21年度：開催日数931日、
陳列替回数755回（515回）、入館者数1,011,869人、平成22年度：開催日数日894、陳列替回数725回（1,350回）、
入館者数719,179人

21年度成果指標 単位 20年度

[展示出版事業]
○調査研究成果の適時適切な公表により社会に還元
・文化財研究所の展示公開施設における調査研究成果の公表による一般への理解
・文化庁が行う平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業に協力

成果実績
【展示公開施設入館者（目標値）】
平成20年度：入館者数200,666人（142,917人）、平成21年度：入館者数127,160人（142,917人）、平成22年度：入館
者数510,931人（142,917人）

成果実績

【文化財に関する調査研究】
・[収集・保管のための調査研究]：仏教美術の光学的調査研究、近畿地区社寺文化財の調査など
・[公衆への観覧のための調査研究]：特別展等の事前調査、博物館環境デザインに関する調査研究など
・[基礎的な調査研究]：歴史的建造物の保存・修復・活用に関する研究、平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡の発掘調査
など
・[調査手法に関する研究]：文化財の非破壊調査法の研究、木質文化財の年輪年代測定法の研究など※年輪年
代学研究等で特許3件を取得
・[保存・修復に関する研究]：文化財の生物劣化対策の研究、伝統的修復材料と合成樹脂の研究など
・[国等の要請に応じた調査研究]：高松塚古墳・キトラ古墳の保存・修復措置等に必要な実践的調査研究

[国際研究協力事業]
○文化財の保存・修復を通じた我が国の国際貢献への寄与
　・保存・修復に関する国際協力、研究基盤の整備、技術移転の促進など

【国際協力】
・[文化財の保護・保存修復に関する協力]：カンボジア（アンコール遺跡）、アフガニスタン（バーミヤン遺跡）、中国
（敦煌壁画、他）、その他アジア諸国等
・[人材育成に関する協力]：アフガニスタン・イラク文化財専門家研修、大エジプト博物館保存修復協力など
・各種国際会議・国際ワークショップ等への参加

[調査研究事業]
○収蔵品の次代への継承
・保存・管理・活用の環境整備、収蔵品の修理
○我が国の博物館活動全体の活性化に寄与
・収蔵品・収集保管・公衆への観覧に関する調査研究
・公私立博物館等に対する文化財の貸与、援助・助言
・文化財情報の充実
○文化財に関する調査及び研究の推進
・基礎的・体系的な調査研究、調査研究手法の開発、先端的調査研究
・国等の要請に応じた文化財の保存・修復に係る実践的な調査研究

22年度
目標値

（　　年度）

成果実績

成果実績

【情報基盤の整備】
・[文化財に関する専門的アーカイブ・データベースの充実]：近現代美術関係文献等のデータベース化、文化財
保存修復国際情報データベース化など
【刊行物】
・[定期刊行物]：東文研ニュース・年報・概要、奈文研ニュース・紀要・概要・埋蔵文化財ニュースなど
・[研究報告等]：美術研究、日本美術年鑑、保存科学、無形文化遺産研究報告、その他研究報告書・研究論文集な

ど

【講演会等】
・公開講演会、現地説明会、国際シンポジウム、公開学術講座等の開催
【ホームページアクセス件数（目標値）】
平成20年度：2,106,989件（1,112,695件）、平成21年度：2,448,108件（1,112,695件）、平成22年度：6,466,167件
（1,112,695件）

計 8,771 8,367 7,7128,192

予算の
状況

当初予算 8,771

7,941

執行率（％） 100.0% 100.0%

作成責任者
事業開始・

終了(予定）年度

0 0

事業名 独立行政法人国立文化財機構運営費交付金に必要な経費 担当部局庁 文化庁

8,367 8,192 7,941 7,712

事業番号 0405

　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

根拠法令
（具体的な条項も記載）

独立行政法人国立文化財機構法
（平成１１年度法律第178号）第12条第1項

関係する計画、通知等 中期目標、中期計画、年度計画

執行額 8,771 8,367 8,192

100.0%

0

一般会計 施策名 ⅩⅡ－２　文化財の保存及び活用の充実

22年度 23年度

0 0 00

会計区分

事業の目的
（目指す姿を簡潔に。3

行程度以内）

博物館を設置して有形文化財を収集し、保管して公衆の観覧に供するとともに、文化財に関する調査及び研究等を行うことにより、貴重な国民的財産である文化財の保存及び活用を図るこ
とを目的とする。

24年度要求

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度

繰越し等

平成１３年度
（統合年度：平成１９年度）

0

事業概要
（5行程度以内。別添可）

我が国における文化財保護政策の一翼を担い、貴重な国民的財産である文化財の保存及び活用を図るため、文化財の収集・保管・展示等の中心的拠点となる博物館の設置・運営を行う。
また、文化財の研究について、基礎的なものから先端的・実践的なものに至るまで、多様な手法により実施する。その際、特に機構の有する人的・物的資源を集約して文化財の保存科学・修復技術に関する拠
点を形成しつつ取り組む。さらに調査・研究成果の国民への公開、文化財担当者の研修、地方公共団体等への助言等を行うとともに、文化財に関する国際交流や国際協力を積極的に推進する。

実施方法 □直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　■その他

担当課室 政策課独立行政法人支援室 政策課長　大木 高仁

補正予算



一部改善

１．事業評価の観点：この事業は、独立行政法人に対する運営費交付金の交付事業であり、事業の効率化の観点から検証を行った。
２．所　　　　　見：これまでも業務運営の効率化に努めてきたところであるが、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」(H22.12.7閣議決定)等を踏まえ、 自己収入の拡大、国の負担を増やさない形で事業
の充実を図るべきである。
　なお、競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」(H22.12.7閣議決定)等を踏まえ、 寄附金や賛助会員等への加入者の増加、募金箱の設置、映画等のロケーションのための建物等の貸与や会議・セミナーのた
めの会議室の貸与等により、継続して自己収入拡大のための取組みを実施している。また、一般競争入札等による競争性の確保を促進し、仕様書の改善、適切な公告期間の確保、公告方法の拡大等により、
入札への新規参入を促すなど、自己収入の拡大及びコスト縮減で、概算要求に▲269百万円反映した。

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

○事業の目的に沿った事業運営がなされている。特に展覧事業については、一般来館者を対象としたアンケート調査、専門家からの批評聴取等を定期的に実施するなど、国民のニーズや市場動向を把握しつつ運営してい
る。引き続き国民のニーズ等の状況を継続的に見極めながら事業を展開することが望まれる。また、文化財に関する調査・研究も、基礎的なものから先端的・実践的なものまで幅広く実施されており、我が国の文化財保護に
大きく貢献していると認められ、調査・研究の継続と更なる発展が望まれる。
○運営費交付金による事業であり、これまでも業務運営の効率化を進め、国費の縮減に努めてきたところである。監事及び外部有識者からなる契約　監視委員会により、法人が契約する個々の契約について、その契約の妥
当性について審議を行い、議事概要をホームページで公表するなどして、透明性・競争性の確保に努めており、適切な対応がなされている。引き続き業務運営の効率化を進め、国費の縮減に努めるべきである。
○展覧事業をはじめとする各事業は、第２期中期目標期間の最終年度として、中期目標を達成するための中期計画に沿って事業が展開され、全体として目標達成に向けた積極的な活動が行われた。平成２３年度からの第３
期中期目標期間においては、特に、平常展を展覧事業の中核と位置付け、一層の充実を図るとともに、良質な展示・企画の充実等により、自己収入の更なる拡大を図る必要がある。

活
動
実
績

、
成
果

実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業ではないか。

計 7,941 7,712

○

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

目
的
・
予

算
の
状
況
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費　目 23年度当初予算 24年度要求

業務の効率化による減

主な増減理由

[情報公開事業]
○情報発信機能の強化
・情報基盤の整備・充実を図り、文化財情報の計画的収集・整理・保管及びそれら
の電子化の推進による文化財に関する専門的アーカイブの拡充を行うとともに、調
査研究に基づく成果としてのデータベースの充実を図る。
・文化財に関する調査・研究に基づく成果について、定期的な刊行物を刊行する。
・公開講演会、現地説明会、国際シンポジウムの開催等により、積極的に公開・提
供する。
・研究所の研究・業務等を広報するためホームページの充実を図る。

活動実績

（当初見込
み）

・情報基盤の整備のため、近現代美術関係文献等のデータベース化、文化財保存修復国際情報データベース化
など、文化財に関する専門的アーカイブ・データベースの充実を行った。
・文化財に関する調査・研究に基づく成果について、定期的な刊行物を発行するとともに、公開講演会、現地説明
会、国際シンポジウムの開催等により、積極的に成果の公開・提供を行った。
・また、研究所の研究・業務等を広報するため、キッズページ・携帯サイト・デジタルイメージギャラリーの新設・
メールマガジンの配信などホームページの充実により、ホームページアクセスの増加を図った。

―
(   )

独立行政法人国立文化財機構運営
費交付金 7,941 7,712

[国際研究協力事業]
○文化財の保存・修復を通じた我が国の国際貢献への寄与
・国際共同研究を通じて保存・修復事業を実施するために必要な研究基盤整備を行
う。継続的な国際協力のネットワークを構築し、アジア諸国において文化財の保存・
修復事業を推進する。
・諸外国における文化財の保存・修復に関する技術移転を積極的に進める。アジア
諸国の文化財保護担当者や保存・修復専門家などの人材養成に関する支援事業を
国内外で実施する。

活動実績

（当初見込
み）

【国際協力】
文化財研究所が、アジア諸国等における文化財の保存・修復協力、技術移転・専門家養成等の支援等を実施し
た。
【主な文化財の保護・保存修復に関する協力】
・カンボジアでアンコール遺跡群の調査を実施。
・アフガニスタンのバーミヤン遺跡保存修復事業を実施。
・中国の敦煌壁画の保護に関する共同研究を実施。
【主な人材育成に関する協力】
・アフガニスタン・イラクの文化財専門家研修を実施。
・エジプト国大エジプト博物館保存修復センタープロジェクトへの協力を実施。

―
(   )

単位当たりコスト － 算出根拠 －

[研修事業]
○地方公共団体への協力等による文化財保護の質的向上
・地方公共団体や大学、研究機関との連携・協力体制を構築し、文化財に関する協
力・助言を行う。
・埋蔵文化財に関する研修及び保存科学に関する保存担当学芸員研修を実施す
る。
・大学との間での連携大学院教育を実施し、若手研究者の育成に寄与する。

活動実績

（当初見込
み）

・文化財研究所が、地方公共団体等の要請に応じて、文化財の修復及び整備に関する調査・助言、地方公共団
体等が行う発掘調査への援助・助言など、文化財に関する専門的・技術的な協力・助言を多数実施した。
・文化財に関する高度な研究成果をもとに地方公共団体等で中核となる文化財担当者に埋蔵文化財に関する研
修、保存科学に関する保存担当学芸員研修を実施した。
・東京藝術大学等の大学との間での連携大学院教育を実施し、若手研究者の育成に寄与した。

埋蔵文化財
担当者研修
目標
(13課程、160
人)

保存担当学
芸員研修目
標
(2週間、25名
程度)

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

[教育普及事業]
○歴史・伝統文化の理解促進
・学校、社会教育関係団体、国内外の博物館等と連携協力しながら、講演会、ギャ
ラリートーク等の学習機会を提供する。
・教育普及活動の充実に寄与するようボランティア活動を支援し、ボランティアの資
質向上に努める。
・企業との連携や友の会活動の活性化等により博物館支援者の増加を図る。

[調査研究事業]
○収蔵品の次代への継承
・収集・保管に関する研究を実施し、有形文化財の保存に寄与する。
・耐震対策を計画的かつ速やかに実施し、保存・活用のための環境整備を図る。
・修理、保存処理を要する収蔵品等について、緊急性の高い収蔵品から順次、計画
的に修理する。
○我が国の博物館活動全体の活性化に寄与
・収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、公私立の博物館等に対し、展示
等の充実に寄与するため貸与を推進する。
・公私立博物館等に対する援助・助言を行うとともに、博物館関係者の情報交換・人
的ネットワークの形成等に努める。
○文化財情報・研究成果などを広く公表すること等を通じて歴史・伝統文化に対する
理解が深まるよう努める。
・収蔵品等に関する調査研究の成果を広く発信する。
・ウェブサイト等自主媒体の活用及びマスメディアとの連携強化等により、広く国内
外に情報を発信する。
・収蔵品等の文化財その他関連する資料の情報について、永く後世に記録を残すた
めに、デジタル化を推進し、文化財情報システム等により広く積極的に公開する。

活動実績

（当初見込
み）

【保管・修理】
・収蔵品の温湿度管理、防虫対策、耐震対策、作品輸送時の振動調査など、文化財の適切な管理に必要な対策
を継続的に実施した。
・収蔵品の応急修理に積極的に取り組み、劣化の予防に努め、緊急性の高いものから本格修理を実施した。
【収蔵品の貸与】
・国内外の博物館等の要請に応じて、その展示等の充実に寄与するため、収蔵品の保存状態を勘案しつつ貸与
を実施した。
【公私立博物館・美術館への指導助言】
・公私立の博物館・美術館等の要請に応じて、展覧会及び運営、作品の展示・保存・修理等の援助・助言を行い、
文化財の公開・保護等の水準向上に努めた。
【文化財情報のデジタル化】
・収蔵品の文化財とその関連情報について、永く後世に残すためデジタル化を推進し、収蔵品の国宝・重要文化
財高精細画像公開システム「e国宝」をはじめとして、ウエブサイトで広く公開を行った。

本格修理目
標件数
(73件)

活動実績

（当初見込
み）

・各博物館において、文化財について分かりやすく理解するための、講演会・列品解説・ギャラリートーク・講座等
を多数開催した。
・学校との連携事業として、小・中・高等学校対象のスクールプログラムを実施し、キャンパスメンバーズの募集に
より、大学等との連携事業も実施した。
・各施設においてボランティア活動の支援を行い、ボランティアの外国語による展示案内、点字・手話による案
内、ガイドツアーやワークショップの開催など、多様な活動を行った。
・友の会、パスポート及び賛助会の会員確保に努め、地域や企業との連携事業を推進した。

講演会等参
加者目標数
(163回、
14,948人)

[展示出版事業]
○調査研究成果の適時適切な公表により社会に還元
・平城宮跡資料館等について、研究成果の公開施設として展示を充実させ、調査・
研究成果の内容を広く一般に理解を深めてもらうことに資する。
・文化庁が行う平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業に協力し、支援を実
施する。
・「平城遷都１３００年記念事業」にあわせ、平城京についてのこれまでの調査・研究
成果を生かした展示・公開事業を行う。

活動実績

（当初見込
み）

・平城宮跡資料館、飛鳥資料館・藤原宮跡資料室等の展示公開施設において、調査研究の成果・発掘調査の成
果などを速やかに公開し、広く一般への理解を深めることを図った。
・飛鳥資料館において「キトラ古墳壁画」の特別展示を、平成20～23年度の各年に実施した。
・平城遷都1300年事業に合わせて、平成21年度に平城宮跡資料館をリニューアルし、常設展示の大幅な展示替
えを行った。

研究成果公
開施設目標
来館者数
(138,500人)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【B】法人共通

【B‐1】

・東京国立博物
館中央監視設備
（空調・電気）更
新工事

・新菱冷熱工業
株式会社

・74百万円

【B‐2】

・東京国立博物
館本館１２室改
修工事

・株式会社大林
組東京本店

・61百万円

【B‐3】

・奈良国立博物館
空調設備等の運転
管理業務

・株式会社日経
サービス

・48百万円

【B‐4】

・独立行政法人財
務会計システムア
ウトソーシング業
務委託

・富士通株式会社

・25百円

【B‐5】

・東京国立博物
館東洋館収蔵
棚
取設工事

・金剛株式会社

・25百万円

【B‐6】

・東京国立博物館東洋
館耐震改修工事に伴
う仮設レストラン取設
作業

・コマツハウス株式会
社

・24百万円

東京国立博物館東洋
館耐震改修工事に伴う
仮設レストラン取設工
事を行う。

東京国立博物館
の中央監視設備
（空調・電気）更
新工事を行う。

東京国立博物館
本館１２室の改
修工事を行う。

奈良国立博物館
空調設備等の運
転管理業務を行
う。

独立行政法人財
務会計システム
アウトソーシング
業務を行う。

東京国立博物
館東洋館収蔵
庫の棚の取付
工事を行う。

文化庁

8,192百万円

交付

【A】（独）国立文化財機構

11,517百万円（運営費交付金部門）

【B】
法人共通

（運営管理に係る経費）

※人件費はこの項目に含む

4,094百万円

【E】
国際研究協力事業費

227百万円

【D】
調査研究事業費

2,140百万円

【C】
展覧事業費

4,672百万円

【F】
情報公開事業費

127百万円

【I】
研修事業費

18百万円

【H】
教育普及事業費

89百万円

【G】
展示出版事業費

150百万円

一般競争 一般競争 一般競争 事前確認公募 一般競争

【B‐7】

・奈良国立博
物館庭園等整
備工事

・花豊造園株
式会社

・24百万円

【B‐8】

・京都国立博物
館管理棟補強
改修工事

・株式会社鈴木
組

・23百万円

【B‐9】

・奈良国立博物
館本館照明設
備等改修工事

・株式会社きん
でん

・22百万円

【B‐10】

・自動券売機
一式

・グローリー株
式会社

・19百万円

奈良国立博物
館庭園等整備
工事を行う。

東京国立博物
館の入場券券
売機を購入す
る。

奈良国立博物
館本館他の照
明設備等の改
修工事を行う。

京都国立博物
館管理棟補強
改修工事を行
う。

一般競争 一般競争 一般競争 随意契約（不落）一般競争

運営管理に係る一般管理費及び人件費に係る
ものである。

各国立博物館の特色を十分に発揮した体系
的・通史的なものとするとともに、最新の研究成
果を基に、日本の歴史・伝統文化及び東洋文化
の理解の促進に寄与する展示を実施すること
及び、国内外の博物館と連携した我が国の中
心的拠点にふさわしい質の高い展示を行うこと
を目的とした事業。

文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究を通して、国内の
期間との共同研究や研究交流を深め、種々の課題に取り組む
ことにより、国・地方公共団体における文化財保護施策の企
画・立案、文化財の評価等に関する基盤の形成に寄与するこ
と及び、文化財の調査手法に関する研究・開発を推進し、文化
財を生み出した文化的・歴史的・自然的環境等の背景やその
変化の過程を明らかにすることに寄与することを目的とした事
業。

文化財の保存・修復に関する国際研究協力に関
する事業を有機的・総合的に展開することによ
り、人類共通の財産である文化財の保存・修復に
関する国際研究協力を通じて、我が国の国際貢
献に寄与することを目的とした事業。

調査・研究に基づく資料の作成及び文化財に関連
する資料の収集・整理・保管を行うとともに、調査・
研究成果を積極的に公表・公開し、研究者や広く
一般の人が調査・研究成果を容易に入手できるよ
うにすることを目的とした事業。

文化財に関する調査・研究に基づく成果について
刊行物を発行するとともに、公開講演会、現地説
明会、国際シンポジウムの開催等により、積極的
に公開・提供すること及び、研究成果の公開施設
としての役割を強化する観点から展示を充実さ
せ、調査・研究成果の内容を広く一般に理解を深
めてもらうことを目的とした事業。

日本の歴史・伝統文化及び東洋文化への理解促進を図
るための中心的拠点として相応しい事業を重点的に行う
こと及び、教育普及活動の充実に寄与するようボランティ
ア活動を支援し、ボランティアの資質向上に努めることを
目的とした事業。

文化財に関する高度な研究成果をもとに、地方公共団
体等で中核となる文化財担当者に埋蔵文化財に関す
る研修及び、保存科学に関する保存担当学芸員研修
等を行うことにより、文化財保護に必要な人材を養成
することを目的とした事業。

※　【Ａ】は、運営費交付金、 受託収入及び自己収入を含む。

事業概要

・文化財の収集・保管・展示等を行う博物館の設置・運営

・文化財の研究、保存科学及び修復技術に関する拠点形成

・調査・研究成果の公開、国際交流及び国際協力



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【C】展覧事業費

【C‐1】

・絹本著色仏涅
槃図　命尊筆
一幅

・株式会社精華
堂

・300百万円

【C‐2】

・紙本著色病草
紙断簡（せむし
の乞食法師）
一幅

・株式会社壷中
居

・263百万円

【C‐3】

・菊螺鈿鞍　一背

・個人A
・200百万円

【C‐4】

・絹本著色仏涅
槃図　一幅

・個人B
・180百万円

【C‐5】

・紙本墨書惟堂
守一墨跡　　与
無夢一清偈　一
幅

・個人C
・150 百万円

【C‐6】

・玉篇巻第九残
巻（自嗣字至・
字）　紙背金剛界
私記　3紙

・株式会社中西
松豊軒

・142百万円

【C‐7】

・東京国立博物
館等で使用する
電気

・株式会社F‐
POWER
・131百万円

【C‐8】

・展示ケース一式

・株式会社カギオ
カ

・115百万円

【C‐9】

・奈良国立博物館
の展示場における
来館者対応等業務

・株式会社日経
サービス

・107百万円

【C‐10】

・監視等業務一式

・株式会社コングレ
九州支社

・95百万円

九州国立博物館
の展示場におけ
る来館者対応等
を行う。

九州国立博物
館の陳列品を
購入する。

九州国立博物
館の陳列品を
購入する。

東京国立博物
館の陳列品を
購入する。

九州国立博物
館の陳列品を
購入する。

九州国立博物
館の陳列品を購
入する。

京都国立博物
館の陳列品を
購入する。

奈良国立博物館
の展示場におけ
る来館者対応等
を行う。

奈良国立博物
館で使用する展
示ケースを購入
する。

東京国立博物館
で使用する電気
を供給する。

【D】調査研究事業費

【D‐1】

・文化財資料微
小部分分析装
置　一式

・株式会社日立
ハイテクノロ
ジーズ

・60百万円

【D‐2】

・東京国立博物
館資料閲覧等
サービス及び図
書資料整理業
務

・ナカバヤシ株
式会社

・39百万円

【D‐3】

・絹本著色仏涅
槃図　命尊筆　一
幅　保存修理　一
式

・一般社団法人
国宝修理装潢師
連盟九州支部

・34百万円

【D‐4】

・ガスクロマトグラフ
質量分析計　一式

・西川計測株式会
社

・32百万円

【D‐5】

・重要文化財旧円満
院宸殿障壁画五十
四面十一枚のうち八
面保存修理一式

・一般社団法人国
宝修理装潢師連
盟九州支部

・27百万円

【D‐6】

・東京国立博物館
における列品の本
格修理事業「重要
文化財　TC‐375　菩

薩立像」

・文化財修復工
房明舎

・27百万円

【D‐7】

・九州国立博物館
博物館科学課研究
機器設備定期点
検・保守　一式

・株式会社ニコンイ
ンステック九州支
店

・26百万円

【D‐8】

・イオンクロマトグ
ラフィーシステム
一式

・ダイオテック東京
株式会社

・14百万円

【D‐9】

・九州国立博物館
ＷＥＢサイト「対馬
宗家文書の世界」
運用・保守等　一式

・イースタジオ

・12百万円

【D‐10】

・エクスロンＸ線ＣＴ
システム　検出器
追加　及び　ソフト
ウェアアップグレー
ド　一式
・エクスロン・イン
ターナショナル株式
会社

・12百万円

九州国立博物館
が所有する研究
機器の機能の追
加を行う。

東京文化財研
究所の研究機
器を購入する。

東京国立博物
館資料閲覧等
サービス及び
図書資料整理
業務を行う。

九州国立博物
館所蔵の列品
の修理を行う。

東京文化財研究
所の研究機器購
入する。

九州国立博物
館所蔵の列品
の修理を行う。

東京国立博物
館所蔵の列品
の修理を行う。

九州国立博物館
が管理するWEB
サイトの運用･保
守を行う。

東京文化財研究
所の研究機器購
入する。

九州国立博物館
が所有する研究
機器の点検･保
守を行う。

随意契約 随意契約 随意契約 随意契約 随意契約 随意契約 一般競争 一般競争 一般競争 一般競争

一般競争 一般競争 随意契約 一般競争 随意契約 随意契約 一般競争 一般競争 一般競争 一般競争



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【E】国際研究協力事業費

【E‐1】

・ベルリン国立アジ
ア美術館所蔵　山
水図（曽我二直
筆）１幅　修理及び
指導

・一般社団法人国
宝修理装潢師連
盟

・4百万円

【E‐2】

・ビクトリア・アル
バート美術館所蔵
紙本金地著色　伯
牙弾琴図屏風　２
曲１隻　修理

・一般社団法人国
宝修理装潢師連盟

・3百万円

【E‐3】

・文化遺産国際協
力コンソーシアム
文化遺産情報資源
共有化事業

・学校法人同志社
同志社大学

・2百万円

【E‐4】

・第34回文化財の

保存及び修復に関
する国際研究集会
における同時通訳
システムの賃貸借
及び通訳業務

・㈱テンナインコ
ミュニケーション

・1百万円

【E‐5】

・ケルン東洋美術
館所蔵　瀧蒔絵鼓
箱　１合　修復及
び指導

・個人修復業者A
・1百万円

【E‐6】

・ライデン国立民
族学博物館所蔵
折枝散蒔絵喇叭
１本　修復及び指
導

・個人修復業者B
・1百万円

【E‐7】

・ライデン国立民族
学博物館所蔵　花
鳥螺鈿枕　１基　修
復

・個人修復業者C
・1百万円

【E‐8】

・アムステルダム
国立博物館所蔵
螺鈿鶴形合子　１
合　修復

・個人修復業者D
・1百万円

【E‐9】

・文化遺産国際協力
コンソーシアムウェ
ブシステムホスティ
ングサービス

・株式会社エーモー
ド

・1百万円

東京文化財研究所
の在外修復事業に
かかるベルリン国
立アジア美術館所
蔵　山水図の修
理・指導を行う。

東京文化財研究所
の在外修復事業に
かかるV&A美術館

所蔵　紙本金地著
色　伯牙弾琴図の
屏風修理・指導を行
う。

文化遺産国際協力
コンソーシアムに
かかる文化遺産情
報資源共有化事業
にかかる業務を行
う。

東京文化財研究所
の会議にける同時
通訳システム賃貸
借及び通訳業務を
行う。

東京文化財研究所

の在外修復事業に
かかるケルン東洋
美術館所蔵　瀧蒔
絵鼓箱の修理・指
導を行う。

東京文化財研究所
の在外修復事業に
かかるライデン国立
民族学博物館所蔵
折枝散蒔絵喇叭の
修理・指導を行う。

文化遺産国際協力
コンソーシアムにか
かるウェブシステム
ホスティングサービ
スを提供する。

東京文化財研究所
の在外修復事業に
かかるアムステルダ
ム国立博物館所蔵
螺鈿鶴形合子の修
理･指導を行う。

東京文化財研究所
の在外修復事業に
かかるライデン国
立民族学博物館所
蔵　花鳥螺鈿枕の
修理･指導を行う。

【F】情報公開事業費

【F‐1】

・文化財情報ネットワークシ
ステム保守業務　一式

・富士ゼロックス株式会社

・7百万円

【F‐2】

居室内ネットワークスイッチリ
プレイス　一式

・富士ゼロックス株式会社

・5百万円

東京文化財研究所の文
化財情報ネットワークシ
ステム保守を行う。

東京文化財研究所のネッ
トワークスイッチの改修を
行う。

一般競争 一般競争

企画競争 企画競争 事前確認公募 一般競争 企画競争 企画競争 企画競争 企画競争 一般競争



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【G】展示出版事業費

【G‐1】

・キトラ古墳壁画「四神」特
別公開にかかる会場運営等
業務

・株式会社日本ワーカーズ

・34百万円

【G‐2】

・展示ケース１台

・株式会社丹青社

・4百万円

奈良文化財研究所のキ
トラ古墳特別公開にか
かる会場運営等業務を
行う。

奈良文化財研究所展
示施設で使用する展示
ケースを購入する。

【H】教育普及事業費

【H‐1】

・本館リニューアル・博物館
に初もうで告知広告掲出業
務

・株式会社ジェイアール東
日本企画

・15百万円

【H‐2】

・京浜急行羽田空港ターミナル
駅広告媒体制作掲出業務

・株式会社東急スペース開発

・8百万円

【H‐3】

・京浜急行線羽田空港国際線
ターミナル駅広告媒体掲出業
務

・株式会社東急スペース開発

・6百万円

【H‐4】

・本館リニューアル告知新聞広
告掲載業務

・株式会社和光エージェンシー

・6百万円

【H‐5】

・「親と子のギャラリー」企画広報サ
イト広告業務

・株式会社ぐるなび

・1百万円

東京国立博物館の正
月企画等の告知交通
広告（電車内）業務を
行う。

東京国立博物館常設展
の広告業務を行う。

東京国立博物館常設展の
広告業務を行う。

東京国立博物館の親子向
け企画広告業務を行う。

東京国立博物館常設展の
新聞広告業務を行う。

随意契約 随意契約 随意契約 随意契約 随意契約

一般競争 一般競争



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

【Ⅰ】展示出版事業費

【Ⅰ‐1】

・国際研修2010「紙の保存と

修復」実習指導業務　一式

・一般社団法人国宝修理装
潢師連盟

・3百万円

【Ⅰ ‐2】

・2010年度「染織品保存修

復研修コース」実習指導業
務　一式

・一般社団法人国宝修理装
潢師連盟

・１百万円

東京文化財研究所の行
う文化財修復に関する
研修の実習指導業務を
行う。

東京文化財研究所の
行う文化財修復に関す
る研修の実習指導業
務を行う。

一般競争 一般競争



事業費（物件費） 埋蔵文化財担当者研修等実施経費

費　目

計 2,140 計

計 18 計

金　額
(百万

使　途

18

事業費（物件費） 調査研究機器、文化財修理等 2,140

I.研修事業費

普及・広報の印刷物等 89

金　額
(百万円）

費　目 使　途

89

使　途
金　額
(百万

計 4,672 計 150

D.調査研究事業費 H.教育普及事業費

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

事業費（物件費）

使　途
金　額
(百万

事業費（物件費） 研究公開施設の維持等
事業費（物件費） 陳列品購入、光熱費、展示場警備等 4,672

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

計

150

C.展覧事業費 G.展示出版事業費

4,094 計 127

事業費（人件費） 業務人件費 2,372 事業費（物件費）

一般管理費（人件費） 管理人件費

一般管理費（物件費） 施設管理、賃貸借等

使　途
金　額
(百万

790

932

金　額
(百万円）

費　目

ネットワーク機器保守等 127

F.情報公開事業費

227計

790

一般管理費（物件費） 施設管理、賃貸借等 932

費　目 使　途

計 11,517

B.法人共通

業務人件費 2,372

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.（独）国立文化財機構 E.国際研究協力事業費

費　目 使　途
金　額

(百万円）
金　額
(百万

事業費（物件費） 陳列品購入等（内訳はＣ．以下参照） 7,423
事業費（物件費） 在外の日本文化財修復、国際会議開催等 227

事業費（人件費）

一般管理費（人件費） 管理人件費

費　目 使　途



25 物品調達

19計 25 計

B-4.富士通株式会社

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

B-1.新菱冷熱工業株式会社 B-6.コマツハウス株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

費　目

工事 東京国立博物館東洋館収蔵棚取設工事

計

B-5.金剛株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

19

計 23

計

使　途
金　額
(百万

22

B-10グローリー株式会社

工事 奈良国立博物館本館照明設備等改修工事

自動券売機

25

金　額
(百万円）

48

費　目 使　途

計

工事

計 24

京都国立博物館管理棟補強改修工事 23

B-8.株式会社鈴木組

費　目

61 計

B-3.株式会社日経サービス

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万

役務 奈良国立博物館空調設備等の運転管理業務 48

61

24

東京国立博物館中央監視設備（空調・電気）更
新工事

74

使　途
金　額
(百万

計 74 計

工事 東京国立博物館本館１２室改修工事

B-2.株式会社大林組東京本店 B-7.花豊造園株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

役務

22役務
独立行政法人財務会計システムアウトソーシン
グ業務委託

25

使　途
金　額
(百万

工事 奈良国立博物館庭園等整備工事 24

B-9株式会社きんでん

東京国立博物館東洋館耐震改修工事に伴う仮設レス
トラン取設作業

役務 24

金　額
(百万



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

C-1.株式会社精華堂 C-6.株式会社中西松豊軒

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

使　途
金　額
(百万

金　額
(百万

95計 150 計

150 役務 監視等業務一式

180

物品調達 紙本墨書惟堂守一墨跡　　与無夢一清偈　一幅

115計 200 計

C-5.個人Ｃ C-10.株式会社コングレ九州支社

107計 計

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

95

計計

費　目 使　途

131

展示ケース一式 115物品調達 菊螺鈿鞍　一背 200 物品調達

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万

131

使　途
金　額
(百万

物品調達
紙本著色病草紙断簡（せむしの乞食法師）　一
幅

263 物品調達

142

C-2.株式会社壷中居 C-7.株式会社F-Power

費　目 使　途

計

金　額
(百万円）

費　目

C-3.個人Ａ C-8.株式会社カギオカ

役務
奈良国立博物館の展示場における来館者対応等業
務

107

計

東京国立博物館等で使用する電気

142
玉篇巻第九残巻（自嗣字至・字）　紙背金剛界私記　3
紙

費　目 使　途
金　額
(百万

物品調達物品調達 絹本著色仏涅槃図　命尊筆　一幅

絹本著色仏涅槃図　一幅 180

金　額
(百万円）

300

263

C-4.個人Ｂ C-9.株式会社日経サービス

費　目 使　途

物品調達

300



D-6.文化財修復工房明舎

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

D-1.株式会社日立ハイテクノロジーズ

役務

1227 計計

27 物品調達

使　途
金　額
(百万

エクスロンＸ線ＣＴシステム　検出器追加　及び　ソフト
ウェアアップグレード　一式

重要文化財旧円満院宸殿障壁画五十四面十一
枚のうち八面保存修理一式

12

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目

計

D-5.一般.社団法人国宝修理装潢師連盟九州支部 D-10.エクスロン・インターナショナル株式会社

1232

14計 34 計

計計

費　目 使　途

26

D-3.一般社団法人国宝修理装潢師連盟九州支部 D-8.ダイオテック東京株式会社

39

イオンクロマトグラフィーシステム　一式 14役務
絹本著色仏涅槃図　命尊筆　一幅　保存修理
一式

34 物品調達

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万

役務

27

D-2.ナカバヤシ株式会社 D-7.株式会社ニコンインステック九州支店

26

使　途
金　額
(百万

役務
東京国立博物館資料閲覧等サービス及び図書
資料整理業務

費　目 使　途

計

物品調達 ガスクロマトグラフ質量分析計　一式 32

60 計

九州国立博物館博物館科学課研究機器設備定期点
検・保守　一式

金　額
(百万円）

費　目

39

27

役務
九州国立博物館ＷＥＢサイト「対馬宗家文書の世界」
運用・保守等　一式

12

役務

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万

物品調達 文化財資料微小部分分析装置　一式 60
東京国立博物館における列品の本格修理事業「重要
文化財　TC-375　菩薩立像」

D-4.西川計測株式会社 D-9.イースタジオ

費　目 使　途



計 1 計 0

金　額
(百万円）

役務

計 2

ケルン東洋美術館所蔵　瀧蒔絵鼓箱　１合　修
復及び指導

1

費　目 使　途 費　目 使　途

1 計

金　額
(百万

E-5.個人修復業者A

計 1

2 役務役務
文化遺産国際協力コンソーシアム　文化遺産情
報資源共有化事業

アムステルダム国立博物館所蔵　螺鈿鶴形合子　１合
修復

1

E-3.学校法人同志社　同志社大学 E-8.個人修復業者D

金　額
(百万

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

計 3 計 1

費　目

E-2.一般社団法人国宝修理装潢師連盟 E-7.個人修復業者C

1計 4 計

ライデン国立民族学博物館所蔵　花鳥螺鈿枕　１基
修復

1

1

使　途
金　額
(百万

役務
ビクトリア・アルバート美術館所蔵　紙本金地著色　伯牙弾
琴図屏風　２曲１隻　修理 3 役務

1計

ライデン国立民族学博物館所蔵　折枝散蒔絵喇叭　１
本　修復及び指導

使　途

ベルリン国立アジア美術館所蔵　山水図（曽我
二直筆）１幅　修理及び指導

4

金　額
(百万円）

費　目

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

役務 役務

金　額
(百万

使　途

役務

使　途

E-9.株式会社エーモード

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

文化遺産国際協力コンソーシアムウェブシステムホス
ティングサービス

1
役務

第34回文化財の保存及び修復に関する国際研
究集会における同時通訳システムの賃貸借及
び通訳業務

金　額
(百万

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

E-1.一般社団法人国宝修理装潢師連盟 E-6.個人修復業者B

1

E-4.株式会社テンナインコミュニケーション



費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックごと
に最大の金額が支
出されている者に
ついて記載する。
費目と使途の双方
で実情が分かるよ

うに記載）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックごと
に最大の金額が支
出されている者に
ついて記載する。
費目と使途の双方
で実情が分かるよ

うに記載）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックごと
に最大の金額が支
出されている者に
ついて記載する。
費目と使途の双方
で実情が分かるよ

うに記載）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

1計 3 計

計

役務
国際研修2010「紙の保存と修復」実習指導業務
一式

3
2010年度「染織品保存修復研修コース」実習指導業
務　一式

I-1.一般社団法人国宝修理装潢師連盟 I-2.一般社団法人国宝修理装潢師連盟

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

計 0

役務

金　額
(百万

使　途

1

役務
京浜急行線羽田空港国際線ターミナル駅広告
媒体掲出業務

6

H-3.株式会社東急スペース開発

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 1

6

8計

6計

8 役務

H-5.株式会社ぐるなび

費　目 使　途
金　額
(百万

「親と子のギャラリー」企画広報サイト広告業務 1

H-2.株式会社東急スペース開発

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 15

役務
京浜急行羽田空港ターミナル駅広告媒体制作
掲出業務

H-1.株式会社ジェイアール東日本企画

役務
本館リニューアル・博物館に初もうで告知広告掲
出業務

4

4展示ケース１台

34 計計

計 7 5

役務
キトラ古墳壁画「四神」特別公開にかかる会場運
営等業務

34

G-1.株式会社日本ワーカーズ

役務
文化財情報ネットワークシステム保守業務　一
式

7 物品調達 居室内ネットワークスイッチリプレイス　一式

費　目 使　途

本館リニューアル告知新聞広告掲載業務 6

金　額
(百万

計

物品調達

15 役務

H-4.株式会社和光エージェンシー

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万

G-2.株式会社丹青社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万

使　途
金　額
(百万

5

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

F-1.富士ゼロックス株式会社 F-2.富士ゼロックス株式会社



支出先上位１０者リスト
B.法人共通

C.展覧事業費

D.調査研究事業費

1 -10
エクスロン・インターナショナル株
式会社

エクスロンＸ線ＣＴシステム　検出器追加　及び　ソフトウェアアップグレードを行う。 12

随意契約 -

1 -

1 -

九州国立博物館博物館科学課研究機器設備定期点検・保守を行う。 26

6 文化財修復工房明舎 陳列品「重要文化財　TC-375　菩薩立像」　の本格修理を行う。 27

8 ダイオテック東京株式会社

7
株式会社ニコンインステック九州
支店

1 -

イオンクロマトグラフィーシステムを購入する。 14

9 イースタジオ 九州国立博物館ＷＥＢサイト「対馬宗家文書の世界」運用・保守等を行う。 12

東京国立博物館資料閲覧等サービス及び図書資料整理業務を行う。 392 ナカバヤシ株式会社

3
一般社団法人　国宝修理装潢
師連盟関東支部

陳列品「絹本著色仏涅槃図　命尊筆　一幅」の保存修理を行う。 34

陳列品「重要文化財　旧円満院宸殿障壁画　５４面１１枚のうち８面」の保存修理を行う。 275
一般社団法人　国宝修理装潢
師連盟関東支部

4 西川計測株式会社 ガスクロマトグラフ質量分析計を購入する。 32

2 -

1 -

入札者数 落札率

9 株式会社日経サービス 奈良国立博物館の展示場における来館者対応等業務を行う。 107

九州国立博物館の監視等業務を行う。 9510 株式会社コングレ九州支社

随意契約 -

1 -

2 -

3 -

随意契約 -

随意契約 -

1
株式会社日立ハイテクノロジー
ズ

文化財資料微小部分分析装置を購入する。 60

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

随意契約 -

6 -

陳列品「玉篇巻第九残巻（自嗣字至・字）　紙背金剛界私記　3紙」を購入する。 142

5 個人C 陳列品「紙本墨書惟堂守一墨跡　与無夢一清偈　一幅」を購入する。 150

7 株式会社F－Ｐｏｗｅｒ

6 株式会社中西松豊軒

2 -

東京国立博物館等で使用する電気を供給する。 131

8 株式会社　カギオカ 奈良国立博物館で使用する展示ｹｰｽを購入する。 115

陳列品「絹本著色仏涅槃図　命尊筆　一幅」を購入する。 3001 株式会社精華堂

陳列品「紙本著色病草紙断簡（せむしの乞食法師）　一幅」を購入する。 263 随意契約 -

陳列品「絹本著色仏涅槃図　一幅」を購入する。 1804 個人B

2 -

3 個人A 陳列品「菊螺鈿鞍　1背」を購入する。 200 随意契約 -

2 株式会社壷中居

随意契約
（不落随契）

-

8 株式会社鈴木組 京都国立博物館管理棟補強改修工事を行う。 23

奈良国立博物館本館照明設備等改修工事を行う。 229 株式会社きんでん

随意契約 -

入札者数 落札率

随意契約 -

10 グローリー株式会社 自動券売機を購入する。 19

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

2

2 -

3 -

6 コマツハウス株式会社 東京国立博物館東洋館耐震改修に伴う仮設レストラン取設工事を行う。 24

5 金剛株式会社 東京国立博物館東洋館収蔵棚取設工事を行う。 25

7 花豊造園株式会社 奈良国立博物館庭園等整備工事を行う。 24

5 -

2 -

-

-

株式会社日経サービス 奈良国立博物館空調設備等の運転管理業務他を行う。 48

株式会社大林組東京本店 東京国立博物館本館１２室改修工事を行う。 61 2

3

落札率

4 富士通株式会社 独立行政法人財務会計システムアウトソーシング業務を行う。 25 随意契約
（事前確認公募）

-

-3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

3

入札者数

1 新菱冷熱工業株式会社 東京国立博物館中央監視設備（空調・電気）更新工事を行う。 74



E.国際研究協力事業費

F.情報公開事業費

G.展示出版事業費

H.教育普及事業費

I.研修事業費

※落札率については、同種の他の契約の予定価格を類推させるおそれがあるため非公表とする。

入札者数 落札率

1 -

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

1
一般社団法人　国宝修理装
潢師連盟関東支部

支　出　先

1 -

国際研修2010「紙の保存と修復」実習指導業務　一式 3

2
一般社団法人　国宝修理装
潢師連盟関東支部

2010年度「染織品保存修復研修コース」実習指導業務　一式 1

随意契約 -

随意契約 -

随意契約 -

2 株式会社東急スペース開発 京浜急行羽田空港ターミナル駅広告媒体制作掲出業務 8

京浜急行線羽田空港国際線ターミナル駅広告媒体掲出業務 63 株式会社東急スペース開発

随意契約 -5 株式会社ぐるなび 「親と子のギャラリー」企画広報サイト広告業務 1

4 株式会社和光エージェンシー 本館リニューアル告知新聞広告掲載業務 6

入札者数 落札率支　出　先

随意契約 -

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

1
株式会社ジェイアール東日本
企画

本館リニューアル・博物館に初もうで告知広告掲出業務 15

2 -

2 -

1 株式会社日本ワーカーズ キトラ古墳壁画「四神」特別公開に係る会場運営等業務を行う。 34

奈良文化財研究所公開展示施設で使用する展示ケース１台 42 株式会社丹青社

入札者数 落札率支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 -

3 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

文化財情報ネットワークシステム保守業務を行う。 71 富士ゼロックス株式会社

随意契約
（企画競争）

-

2 富士ゼロックス株式会社 居室内ネットワークスイッチリプレイス業務を行う。 5

随意契約
（企画競争）

-

1 -

アムステルダム国立博物館所蔵「螺鈿鶴形合子　１合」の修復及び指導を行う。 1

7 個人F ライデン国立民族学博物館所蔵「花鳥螺鈿枕　１基」の修復及び指導を行う。 1

9 株式会社エーモード

8 個人G

-

文化遺産国際協力コンソーシアムウェブシステムホスティングサービスを提供する。 1

10

文化遺産国際協力コンソーシアム　文化遺産情報資源共有化事業にかかる業務を行
う。

23
学校法人同志社　同志社大
学

4
株式会社テンナイン・コミュニ
ケーション

第34回文化財の保存及び修復に関する国際研究集会における同時通訳システムの賃
貸借及び通訳業務を行う。

1

ライデン国立民族学博物館所蔵「折枝散蒔絵喇叭　１本」の修復及び指導を行う。 16 個人E

5 個人D ケルン東洋美術館所蔵「瀧蒔絵鼓箱　１合」の修復及び指導を行う。 1

入札者数 落札率

随意契約
（企画競争）

-

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

支　出　先

随意契約
（企画競争）

-

随意契約
（企画競争）

-

随意契約
（事前確認公募）

-

随意契約
（企画競争）

-

4 -

2
一般社団法人　国宝修理装
潢師連盟関東支部

ビクトリア・アルバート美術館所蔵「紙本金地著色　伯牙弾琴図屏風　２曲１隻」修理及
び指導を行う。

3

1
一般社団法人　国宝修理装
潢師連盟関東支部

ベルリン国立アジア美術館所蔵「山水図（曽我二直筆）１幅」の修理及び指導を行う。 4


	「行政事業レビューシート」
	「資金の流れ」
	「費目・使途」

